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(百万円未満切捨て)

１．令和４年３月期第３四半期の連結業績（令和３年４月１日～令和３年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期第３四半期 2,461 76.8 82 416.1 82 － 35 －

３年３月期第３四半期 1,392 △23.3 15 △87.9 △3 － △14 －

(注) 包括利益 ４年３月期第３四半期 56百万円 ( －％) ３年３月期第３四半期 △56百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

４年３月期第３四半期 42.70 41.56

３年３月期第３四半期 △17.54 －

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

　 １株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

４年３月期第３四半期 3,908 852 21.8

３年３月期 4,259 845 19.8

(参考) 自己資本 　４年３月期第３四半期 852百万円 　３年３月期 845百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

３年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00

４年３月期 － 0.00 －

４年３月期(予想) 15.00 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．令和４年３月期の連結業績予想（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,490 76.2 105 － 150 － 120 60.0 143.13

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　 （注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に

　 関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ４年３月期３Ｑ 838,400株 ３年３月期 838,400株

② 期末自己株式数 ４年３月期３Ｑ 11,200株 ３年３月期 －

③ 期中平均株式数（四半期累計） ４年３月期３Ｑ 831,069株 ３年３月期３Ｑ 838,400株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、従来型よりも強い感染力を持つ変異種の新型コロナウイルス感

染症が拡大し、経済活動が再び制限される懸念もある中、東南アジアの半導体工場の操業低下などによる世界的な

半導体供給不足が継続し、依然として原材料価格が上昇するなど、先行き不透明な状況が継続しております。

　わが国においても、10月の緊急事態宣言全面解除を背景に、全体的に景況感は上向いてきたものの、新型コロナ

ウイルス感染症のオミクロン株の影響や、部品の供給不足、原材料価格の上昇などから、状況はあまり変化してお

りません。

　このような状況のもと、当社グループにおいても、従業員の新型コロナウイルス感染リスクの低減と安全確保を

図りながら事業活動を実施し、安定した製品供給に全力を尽くしております。また、当社グループは更なる生産体

制の増強を図り、海外の需要を積極的に取り込み、今後の事業拡大を目指しております。

　令和３年３月31日付で株式を取得し、連結子会社としました、STX PRECISION (JB) SDN. BHD.（マレーシア）に

つきましても、今後は、生産における互いの強みを融合することで、生産技術の向上を図り、サプライチェーンの

多元化などのシナジー効果を見込んでいます。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,461百万円（前年同四半期比76.8％増）、営業利益は82

百万円（前年同四半期比416.1％増）、経常利益は82百万円（前年同四半期は３百万円の経常損失）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は35百万円（前年同四半期は14百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ505百万円減少し、1,853百万円と

なりました。これは主に、「現金及び預金」が515百万円減少したことによるものであります。固定資産は、前連

結会計年度末に比べ154百万円増加し、2,055百万円となりました。これは主に、「有形固定資産」が115百万円、

「無形固定資産」が8百万円、「投資有価証券」が25百万円増加したことによるものであります。

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ391百万円減少し、1,549百万円と

なりました。これは主に、「買掛金」が26百万円、「短期借入金」が64百万円、「１年内返済予定の長期借入

金」が93百万円、「未払金」が140百万円減少したことによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に

比べ32百万円増加し、1,506百万円となりました。これは主に、「長期借入金」が75百万円増加し、「繰延税金負

債」が43百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ7百万円増加し、852百万円となりま

した。これは主に、「為替換算調整勘定」が24百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和３年９月27日に発表いたしました通期の連結業績予想につきましては、現時点において変更はありません。

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,058,414 543,134

受取手形及び売掛金 778,122 695,939

電子記録債権 30,506 38,905

製品 114,612 107,833

仕掛品 173,221 208,751

原材料及び貯蔵品 142,977 231,529

その他 108,291 63,620

貸倒引当金 △47,119 △36,403

流動資産合計 2,359,026 1,853,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 469,721 484,227

機械装置及び運搬具（純額） 880,158 903,230

土地 16,601 16,601

建設仮勘定 218 97,270

その他（純額） 118,358 99,124

有形固定資産合計 1,485,057 1,600,453

無形固定資産

借地権 203,448 201,268

その他 14,636 25,294

無形固定資産合計 218,085 226,562

投資その他の資産

投資有価証券 21,295 47,207

差入保証金 15,384 15,834

繰延税金資産 35,385 39,824

その他 125,640 125,478

投資その他の資産合計 197,705 228,345

固定資産合計 1,900,847 2,055,361

資産合計 4,259,874 3,908,671
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和３年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 317,497 290,692

短期借入金 794,400 730,035

1年内償還予定の社債 10,000 －

1年内返済予定の長期借入金 424,201 330,210

未払金 290,522 150,323

未払法人税等 1,622 －

賞与引当金 13,056 6,916

役員賞与引当金 3,926 1,963

その他 85,513 39,573

流動負債合計 1,940,739 1,549,715

固定負債

長期借入金 1,379,216 1,454,705

繰延税金負債 57,487 14,284

退職給付に係る負債 31,820 36,400

その他 5,580 811

固定負債合計 1,474,103 1,506,201

負債合計 3,414,843 3,055,916

純資産の部

株主資本

資本金 195,062 195,062

資本剰余金 124,475 124,475

利益剰余金 537,944 560,851

自己株式 － △36,400

株主資本合計 857,481 843,989

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 365 △2,471

為替換算調整勘定 △12,815 11,236

その他の包括利益累計額合計 △12,450 8,765

純資産合計 845,031 852,754

負債純資産合計 4,259,874 3,908,671
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
至 令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
至 令和３年12月31日)

　売上高 1,392,440 2,461,704

　売上原価 1,018,042 1,883,196

　売上総利益 374,398 578,508

　販売費及び一般管理費 358,456 496,233

　営業利益 15,941 82,274

　営業外収益

　 受取利息 384 306

　 受取配当金 350 367

　 為替差益 － 15,692

　 雇用調整助成金 26,875 6,947

　 その他 15,924 8,508

　 営業外収益合計 43,534 31,823

　営業外費用

　 支払利息 12,535 24,183

　 為替差損 25,506 －

　 特別休暇関連費用 24,065 6,694

　 その他 742 1,044

　 営業外費用合計 62,849 31,921

　経常利益又は経常損失（△） △3,374 82,176

　特別損失

　 固定資産除却損 215 436

　 臨時休業関連損失 6,223 21,029

　 特別損失合計 6,439 21,466

　税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△9,813 60,710

　法人税等 4,891 25,227

　四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,704 35,483

　非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

　親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△14,704 35,483
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
至 令和２年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
至 令和３年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,704 35,483

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 393 △2,836

為替換算調整勘定 △42,361 24,052

その他の包括利益合計 △41,968 21,216

四半期包括利益 △56,673 56,699

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 △56,673 56,699

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。な

お、収益認識会計基準適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品等の国内販売において、出荷

時から顧客の検収時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しており

ます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関す

る会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44―２項に定める経過的な取扱いに従って、時価

算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連

結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症は、経済、企業活動に広範な影響を与える事象であり、また、今後の広がり方や収

束時期等を予想することは困難であります。当社グループにおいては、当四半期連結会計期間末時点で入手可能

な外部の情報等を踏まえて、今後、令和４年３月期の一定期間にわたり当該影響が継続するとの仮定のもと、固

定資産の減損や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

　


